
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

再生可能エネルギーである地中熱は、全国どこでも利用できる私たちの足もとにあるエネルギーである。地中熱は国のエネ
ルギー基本計画、環境基本計画に明記されており、関連する業界、自治体での認知度は上がってきているが、一般の企
業や市民層での認知度はまだ低い状況にある。NPO法人地中熱利用促進協会（2004年設立）では、地中熱の普
及に向けた様々な活動を行っているが、2019度から関連する業界、自治体および地球環境に関心を持つ市民を対象に
地中熱利用の最新情報をお伝えする「全国地中熱フォーラム」という総合的なイベントを開催している。

このフォーラムを開催する大きな目的は、地中熱という再生可能エネルギーの利用促進をはかることにより、地球温暖化対
策を進め、豊かで快適な生活が送れる持続的社会を目指していくことにある。フォーラムでは、国連のSDGｓ（持続可能
な開発目標）の中にある地中熱に関連する目標を普及活動のベースに位置づけ、広い視野から地中熱を見ることができ
るセッションや展示を企画している。

1. 団体名 特定非営利活動法人
地中熱利用促進協会

2. 連携先
の団体

地中熱利用の普及活動を行っている全国14の団体（具体名は「５取組詳細」参照）、 本フォーラムの前
身である全国地中熱利用促進地域交流を含め３２自治体からの講演（具体名は「自由記載欄」参照）
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モデル性・波及性

全国地中熱フォーラムは東京と地域での開
催を隔年で行い、東京での開催は総合的な
内容で、地域での開催は、地域性を生かした
内容で実施する。地域開催では地元の自治
体と地域団体と連携が重要であり、その地域
における地中熱利用の普及拡大も目標にし
ている。

3. 取組
目的

再生可能エネルギーである地中熱の利用促進をはかることにより、地球温暖化対策を進
め、豊かで快適な生活が送れる持続的社会を目指していく。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期 2019年 取組の

カテゴリー 環境対策全国地中熱フォーラム

地方創生SDGsの視点

地産地消の再生可能エネルギーである地中
熱を地域で普及させることにより、地域でのエ
ネルギーの自給率を高め、マネーの域外流出
を抑える。地中熱利用事業は、地域の企業
が貢献できる比率が高く、地場産業の育成
による地域経済圏の発展に寄与する。CO2
削減効果が大きいので環境面で貢献する。

ステークホルダーとの連携

開催地域で地中熱利用の普及を行って地
域団体（全国に14団体）、自治体（「自
由記載欄」参照）と連携して実施している。
また、国の機関として、経済産業省、環境省、
国土交通省に後援をしていただいている。さら
にNEDO、産総研とも連携して、講演等を企
画している。

再生可能エネルギーをヒートポンプなどの省
エネ機器と組み合わせて使う地中熱利用
は複数の技術分野にいる。このフォーラムで
はそれら全体を理解していただけるように企
画し、全国の導入状況、企業の製品情報、
産官学による技術開発、国の政策や補助
金などの最新情報をわかりやすく伝える。

地中熱は地産地消のエネルギーであること
から、地中熱利用の普及には地域と連携
した活動が必要であり、現在、全国14の
地域団体と当協会との連携を核にして、
国、自治体に協力いただく形での官民連
携体制を構築し（右図）、全国地中熱
フォーラムを開催している。

第1回を2019年度東京で開催し、2021
年度は第2回を新潟で予定している。 自治体については「自由記述欄」参照



自由記述欄
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利用実績

全国14か所の地中熱設備導入
施設における地中熱ヒートポンプ
の利用実績からみた省エネ率と
CO2排出量の削減率（データは、
地中熱利用促進協会のホーム
ページに掲載）

全国32の自治体と連携した活動

「全国地中熱フォーラム」はその前身「全国地中熱利用促進地域交流」（2011年
～2018年）を含め、以下の32自治体（８都道府県、24市町村）と連携して活
動を行っている。これらの自治体の中には、地中熱利用の普及に力をいれているとこ
ろが数多くある。

群馬県、岐阜県、山梨県、新潟県、⾧野県、愛知県、福島県、佐賀県、東京都
環境局

岐阜市、大垣市、甲府市、中央市、新潟市、魚沼市、小千谷市、柏崎市、佐渡
市、上越市、十日町市、⾧岡市、南魚沼市、湯沢町、軽井沢町、瀬戸市、豊明
市、大口町、大府市、西尾市、郡山市、佐賀市、鳥栖市、多久市、武雄市、小城
市、嬉野市、神埼市、基山町、上峰町、白石町、太良町、

地中熱利用の現状

地中の温度は年間通して一定で
あるので、地中熱は夏は冷房、冬
は暖房の熱源として、ヒートポンプな
どを使って効率的に利用できる。
2017年時点で地中熱非糸ポンプ
システムは、全国に2662件設置さ
れている。
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